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1．ガーンディーと出会っているか？













































































































































































































































































































































































 2) この分離独立の悲劇を経験者から聞きまとめた貴重な資料として Urvashi Butalia, The Other Side 










 4) インドを代表する知識人であるアシス・ナンディーはガーンディーの暗殺者 N. V.ゴドセが極め
て理知的に近代国家のために自らの義務として暗殺を実施したことを指摘し、ゴドセは狂人では
なかったと分析している。Ashis Nandy, “Final Encounter, The Politics of the Assassination of 
Gandhi,” At the Edge of Psychology, Essays in Politics and Culture (New Delhi: Oxford University Press, 
1980).
 5) 例えば、最近日本で出版された C・ダグラス・ラミス『ガンジーの危険な平和憲法案』（集英社
新書 0505A、2009年）にこの点について論じられている。
 6) 国際基督教大学に 3回にわたって招かれて教鞭を取られたインドの社会学者 A. K.サラン教授
(1922-2003)の指摘は痛烈である。A. K. Saran, “Gandhi’s Theory of Society” (originally published 
in Studies in Comparative Religion, 3 (4, 1969) reproduced as Chapter 16 of Sociology at the University of 
Lucknow, The First Half Century (1921-1975), edited by T. N. Madan (New Delhi: Oxford University 
Press, 2013), 320.この本の Part Four, “Introductory Remarks” にサラン教授の独自の立場について
の紹介がある。サラン教授と ICUの関りについては、Ayako Uno, “Professor A.K. Saran and the 
‘Illumination School’ in Japan,” from Ramesh Chandra Tewari ed., Towards Metanoia—Essays presented 









Sunderlal Bahuguna “Message from Our Experiences from the Chipko Movement and the Anti 
Tehri Dam Movement”　『アジア文化研究』別冊 17号 97-106頁を参照のこと。
 8) この点については ICU名誉教授である葛西實教授が繰り返し指摘している。たとえば最近では
「インドのビジョンと祈り̶̶Ｍ・Ｋ・ガンディーの証言」（第 62回ガンディージー殉難会集会
記念講演の記録）『サルボダヤ』日印サルボダヤ交友会、2010年 2-3月合併号、8-15頁。
 9) 「正気の声」という表現は A. Ｋ . サラン教授が使っている (“Gandhi’s Theory of Society,” ibid., 
316. “Has the voice of sanity any chance at all against the dark demonic powers of our times?”)。
 10) 現在私は葛西實教授と共に ICUガーンディー研究会を開催し、ナラヤン・デサイ氏のガーンデ
ィー伝を読んでいるが、その伝記を貫いているのはガーンディーの「私の生涯が私のメッセージ
です」という発言であり、そしてその生涯を真摯に受けとめようということで四巻全体のタイト
ルとなっている。Narayan Desai, My Life is My Message in 4 volumes (translated from Gujarati by 
79
Tridip Suhrud, Orient BlackSwan, 2009)。今回の研究発表はこのデサイ氏の伝記によって学びつ
つあることを踏まえて準備された。
 11) 英文では一つの目標であることが次のように明らかである。“What I want to achieve̶̶what I 
have been striving and pining to achieve these thirty years ̶̶ is self-realization, to see God face to 
face, to attain moksha.” M. K. Gandhi, Autobiography or The Story of My Experiments with Truth, 




 12) ガーンディーを巡礼者としてのイメージを描いている論文として、N. K. Bose, “Gandhi and 
Lenin,” Studies in Gandhism (Ahmedabad： Navajivan Publishing House, 1972) 302 を特にあげたい。
 13) Autobiography “Farewell” 『ガンジー自叙伝』「別れの辞」378頁。
 14) 葛西實「M. K. ガンディーと南アフリカ」国際基督教大学アジア文化研究所編『アジア文化研究』
22号 1996年、195頁。リチャード・アッテンボロー監督の映画『ガンジー』（1982年）もその
出来事が冒頭に印象的に描いている。
 15) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol.1 Sadhana (1869-1915) の 第 15 章 “The Most Creative 
Experience” で詳しくこの出来事の意味の重要性について検討している。特に 115頁では “The 
experience of the night and the following day had given Gandhiji a new birth. That day Gandhiji 
became twice-born.” と述べている。
 16) ガーンディー自身この出来事について自叙伝で述べている。自叙伝第 3部 20章「プレトリアへ」、
“On the Way to Pretoria,” Autobiography (Penguin Edition) Part 2 Ch.8, 111-112.




Minoru Kasai, “With God, With Heaven-Earth and With the People: Discovery of Givenness 
of Reality,”  Ramesh Chandra Tewari ed., Towards Metanoia—Essays presented to A.K. Saran on 
his Eightieth Birthday (Lucknow: Coomaraswamy Centre, 2002), 22-35.特に “II A Note on the 
Autological Question,” (pp.25-33)において葛西教授はサラン教授自身のこの問いの理解の深まり
について検討している。













 22)  N. K. Bose, “Gandhi and Lenin,” 303-305.また A. K. Saran, “Gandhi and the Concept of Politics,” 
Gandhi Marg, vol.1 No.11, February, 1980 (New Delhi: Gandhi Peace Foundation), 675-726 の 注 22 
(pp.716-7) にガーンディーが愛唱していたニューマンの賛美歌の一節 “One step enough for me” につ
いての文章を紹介している。（1934年 4月 20日『ハリジャン』誌より）




 24)  サッティヤーグラハ運動は 1906年 9月 11日に誕生した。デサイ氏はガーンディー伝の第 45章







 25)  M. K. Gandhi, Hind Swaraj or Indian Home Rule (Ahmedabad: Navajivan Publishing House, 1938, 
originally published in 1909)。比較的日本で手軽に入手できるものとして、グジャラート語から
の翻訳版『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』（M. K. ガーンディー／田中敏雄訳、岩波文
庫青 261-2、2001年）がある。英語では、近年の研究や詳しい解説を踏まえたものとして、A. J. 





 26)  Desai, op. cit., Chapter 40 “Hind Swaraj,” 408-426など参照のこと。
 27) 『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』第 8章「インドの状態」49頁。以下、田中敏雄訳を
用いて紹介する。A. K. Saran, “Gandhi and the Concept of Politics,” 692 には “Gandhi’s anti-
imperialism was thus a magnificent protest against the soullessness of modern (Western) civilization.”
とある。
 28)  『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』第 8章「インドの状態」49頁。
 29)  同上、49頁。
 30)  同上、38-40頁。（第 6章「文明の哲学」）
 31)  同上、41頁。（第 6章「文明の哲学」）
 32)  同上、43頁。（第７章「インドはなぜ滅んだのか」）
 33)  同上、47頁。（第７章「インドはなぜ滅んだのか」）
 34)  同上、81頁。（第 13章「真の文明とは何か」）
 35)  同上、81頁。（第 13章「真の文明とは何か」）
 36)  同上、85頁。（第 13章「真の文明とは何か」）。ここでの西洋文明とは、近代文明のことである。
 37)  同上、51頁。（第 8章「インドの状態」）
81
 38)  同上、49頁。（第 8章「インドの状態」）
 39)  NPO法人「懐かしい未来」はラダックの伝統と近代化について研究したヘレナ・ノーバグ＝ホ
ッジの著作 Ancient Futures（1992, 邦題『ラダック　懐かしい未来』2003年）にインスピレーシ
ョンを受けて始まった。ローカライゼーションやトランジットタウンなどの運動が日本と世界各
地とつながりながら展開していくことをサポートしている。




 41)  森絵都作、吉田尚令絵『希望の牧場』（岩崎書店、2014年、協力：希望の牧場・ふくしま代表　
吉沢正巳）。
 42)  『希望の牧場』17頁より。
 43)  『希望の牧場』最後の頁より。
 44)   絵本の絵を担当した森絵都さんの言葉が絵本の帯に紹介されているが、それは「闘いつづける『希
望の牧場』のすがたを、『悲しみ』ではなく『強さ』をこめて絵本に残せたらと考えました」と
ある。
 45)  『ガンジー自叙伝』「別れの辞」378-9頁。
 46)  トゥルシーダース (1532-1623)は中世インドの代表的詩人。民衆の言葉でラーマの物語を書いた
『ラーム・チャリット・マーナス』は今日まで「北インドの民衆の聖書」として広く歌われ続け
ている。森本達雄『ヒンドゥー教̶̶インドの聖と俗』、中公新書 1707、2003年、308-9頁。
 47)  『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』第 17章「サッティヤーグラハ̶魂の力」109頁。
 48)  葛西實教授はサラン教授との長年の対話を通じて、Givenness of Realityへの意識が育まれたこと
を深く感謝して述べている。Minoru Kasai, “With God, With Heaven-Earth and With the People̶　
Discovery of Givenness of Reality.” この意識を再発見することこそが新たな出発点となるのでは
ないかと思う。
